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体験活動は人づくりの「原点」 

 

最近、「非認知能力」という言葉をよく見聞きします。学力テストや知能テストなど数値で測定できる

能力を「認知能力」という一方、「非認知能力」は、認知能力以外の数値化しにくい様々な能力のことで、

意欲や協調性、粘り強さ、計画性、創造性、コミュニケーション能力などをいいます。近年、ノーベル

経済学賞受賞者のジェームズ・ヘックマンの研究成果により、この「非認知能力」が注目されることが

多くなっています。 

この「非認知能力」について、令和５（2023）年３月 24 日、文部科学省が興味深い研究結果を発表し

ました。それは、平成 13（2001）年出生児を対象とした「21世紀出生児縦断調査」で得られたデータを

分析した特別報告の「学童期の体験活動（下表の体験活動に関する調査項目参照）とその後の非認知能

力等に関する分析」というテーマで公表されています。 

その特別報告で、小学校６年生時点で「自然体験」や「文化的体験」を経験することは、20歳までの

時点における「自尊感情」や「精神的回復力」、「がまん強さ」、「精神的健康」のいずれに関してもプラ

ス効果が見られ、同じく「社会体験」を経験することは、20 歳までの時点における「精神的回復力」や

「がまん強さ」、「精神的健康」にプラスの効果があることが示されています。 

つまり、子どもの頃の体験活動（自然体験、社会体験、文化的体験）の経験が、その後の非認知能力

（自尊感情、精神的回復力、がまん強さ、精神的健康）に関してよい影響を与える可能性があるという

ことになります。 

体験活動に関する調査項目 

自然体験 キャンプ、登山、川遊び、釣り、海水浴、マリンスポーツ、ウインタースポーツ 

社会体験 農業体験、職業体験、ボランティア 

文化的体験 動植物園・水族館・博物館・美術館見学、音楽・演劇・古典芸能鑑賞又は体験、 

スポーツ観戦 

体験活動は人づくりの「原点」です。この研究結果は、次代を担う子どもたちの健やかな成長のため

には、体験活動を意図的・計画的に行っていくことがとても重要であることを裏付けています。 

コロナ禍の影響により、子どもたちの自然体験や職業体験、異年齢交流、ボランティア活動など、体

験活動の機会が減少したと言われています。栃木県教育委員会では、引き続き、学校、家庭、地域社会

が連携・協力し、子どもの「生きる力」を育みながら、家庭と地域の教育力の向上を目指し、「ふれあい

学習」を推進していきます。 

当教育事務所のふれあい学習課においても、子ども同士、大人同士、子どもと大人、そして幅広い年

代の人たちとの交流活動や体験活動、学習活動を推進して参ります。そして、子どもたちの将来のため

に、そして学校力、地域力、家庭教育力の向上のため力を尽くしていきたいと思いますので、皆様方の

御理解と御協力をお願いいたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

ふれあい学習課 

塩谷南那須 

教育事務所 

ごあいさつ 



 

 

№ 事業名 開催期日 会場 内容 

１ 
人権教育指導者一般研修 
ふれあいじんけんフォーラム 

６月８日(木) 
さくら市 
氏家公民館 

様々な人権に関する課題について
正しい理解と認識を深め、地域社会
において人権教育を推進していく指
導者の養成と資質の向上を図りま
す。 

２ ＰＴＡ指導者研修 ７月 14 日(金) 
那珂川町小川 

総合福祉センター 

保護者や教職員等としての役割を
捉え直し、ＰＴＡ活動の促進につな
げます。 

３ 
家庭教育支援プログラム 
指導者フォローアップ研修 

８月 30 日(水) 塩谷庁舎 

家庭教育支援プログラムを効果的
に活用するため、プログラムの理解
を深め、ファシリテーション技術の
向上を目指します。 

４ 
地域コーディネーター 
養成研修兼交流会 

10 月 12 日(木) 塩谷庁舎 
地域コーディネーターの役割や実

務を学ぶとともに、コーディネータ
ー同士のつながりをつくります。 

５ 
地区別地域連携教員研修
兼社会教育主事有資格者
ステップアップ研修 

12 月 5 日(火) 塩谷庁舎 

地域連携教員として専門的・実践
的な活動を行うことができるよう資
質の向上を図ります。また、社会教育
主事及び有資格者の資質向上を目指
します。 

６ ふれあい学習ネットワーク 
令和６年 
１月 30 日（火） 

高根沢町 
町民ホール 

家庭・学校・地域で子どもを育むふ
れあい学習の充実や地域における教
育的課題の解決を図ります。 

 

 

№ 事業名 開催期日 会場 内  容 

１ 
不登校児童生徒支援事業 
ふれあいキャンプ 

10 月 25 日（水） 
～ 27 日（金） 

栃木市 
太平少年自然
の家 

不登校解消や社会参加に向けて
のきっかけづくりとなるよう、交
流活動や自然体験等の様々な体験
活動を実施します。 

※ 事業内容は、あくまでの予定ですので、変更になることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５（2023）年度ふれあい学習課主催事業 

☆他教育事務所との共催 

社会教育主事 髙瀬 志穂美   

○担当：家庭教育・ＰＴＡ支援 

    芸術・文化振興 

 

所長補佐兼ふれあい学習課長 

江田 清水 

○担当：課の総括業務 

副主幹  浜  清美 

○担当：人権教育・成人教育 

    とちぎ子どもの未来創造大学 

    読書活動 

副主幹  大谷 貴之 
○担当：ふれあい学習推進 

青少年教育 生涯スポーツ 

地域学校協働活動推進  

 


